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セキュリティを強化するために
メールソフトからWebメールへの
切り替えを推進

株式会社ネットプライスドットコムで

は、セキュリティを強化する目的で、か

ねてからクライアント環境で利用する

メールソフトを廃止し、個人のPCにメ

ールの情報が残らないWebメールの

利用を検討してきた。その経緯と背景

について、ソリューション本部 システ

ム管理チーム　リーダー　鈴木貞治

氏は、次のように話す。

「業務の関係から、商品の取引を行

うバイヤーなどのメールには、膨大な

商品データや企業秘密に関係する重

要な情報が含まれています。そのため、

メールソフトを利用していると、それ

らの情報が個人の利用しているPCに

保存されてしまうため、以前から、セ

キュリティ強化のために、Webメール

への移行が必須であると考えていま

した」

同社にとって電子メールは、業務の

中核的なインフラとなっている。セキ

ュリティ強化のため、既存のシステム

に代わるメール環境の導入を検討する

ことになった。同部門の高橋啓輔氏は、

サイオスの提供するGoogle Appsイ

ンテグレーションサービスを検討した

理由について、次のように振り返る。

「当初は、何社かのWebメールサー

ビスを試しましたが、当社のニーズ

に合うものがありませんでした。実

は、Google Appsも一度検討したの

ですが、その段階では『アクセス制御

ができない』といった理由から採用を

見送りました。そんなときに、サイオ

スのセミナーでGoogle Appsインテ

グレーションサービスのことを知り

ました」

決め手はアクセス制御と
グループメール機能

株式会社ネットプライスドットコムで

は、メール運用の安全性を確保するた

めに、社外からのメールの利用は、禁

止している。社員は専用の仕組みを利

用してインターネット経由で社内ネッ

トワークにログインしてから、メール

を利用している。そのため、社外から

自由にログインできるGmailは、セキ

ュリティ上の問題から、そのままのサ

ービスを採用するには至らなかった。

その問題をサイオステクノロジーの提

供するGoogle Appsインテグレーシ

ョンサービスが解決した。

「サイオスのソリューションを導入す

ることによって、Gmailへのシングル

サインオンが可能になり、社外からの

利用も制限できました。また、社内シ

ステムと連携できるため、管理の手間

も軽減できました。さらに、Gmailで

は実現できなかったメーリングリスト

を使えるように、サイオスにサポート

セキュリティの強化と運用の利便性から
サイオスのGoogle AppsインテグレーションでGmailを導入
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クライアントＰＣへ機密情報等を含んだメー
ルを保存させないようにし、社外からのアク
セス制限を設け、セキュリティを更に強化する
ため
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してもらった点が、とても重要でした」

と鈴木氏は評価する。

同社のシステム構成は、図のように

なっている。以前から社内で利用して

いた社内システムと新規に導入した認

証サーバーが連携することで、統合的

な管理を可能にし、同時に社内ネット

ワーク以外からGmailにはログインで

きない、セキュアなアクセス環境を実

現している。

今後はGoogle Appsの活用を
視野に入れた運用を計画

「導入から三ヶ月が経過しましたが、

大きな混乱もなく円滑な移行を完了し

ました。Gmailの検索機能が強力な点

が、社員からは好評です。今回のシス

テム更新で、従来のメール環境に比べ

て、間接コストを含め、運用コストが

半分以下になり、かなりの費用対効果

が得られたと評価しています」と高橋

氏は成果について説明する。

現在、社内に開放しているGoogle

Appsは、Gmailのみである。今後の

予定について、鈴木氏は次のような展

望を語る。

「管理面からGmail以外のアプリは

使えないようにしていますが、今後は

アプリの有効性や効果などを検討し

て、積極的に取り入れていこうと考え

ています。また、グループウェアやワ

ークフローなどの機能も実現できれ

ばと期待しています」

※すべての商品名、サービス名、会社名およびロゴは、各社の商標、または登録商標です。 ※記載されている内容は全て著作権で保護されています。

ソリューション本部
システム管理チームリーダー

鈴木貞治氏

ソリューション本部 システム管理チーム
システムエンジニア

高橋啓輔氏
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メール送受信経路 Google Appsへのアクセス制御

受信メール 送信メール

受信メール経路

送信メール経路

アーカイブ

社外

SAML認証サーバー

社内ネットワーク

メーリングリスト処理など

■ システム構成図
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